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環 境 水 道 委 員 会 記 録（Ｎｏ.２０） 

 

１ 日  時   令和６年３月６日（水） 

午前１０時０１分 開会 

午前１０時０６分 閉会 

 

２ 場  所   第５委員会室 

 

３ 出席委員（９人） 

   委 員 長  冨士川 厚 子   副 委 員 長  河 田 圭一郎 

   委 員  吉 村 太 志   委 員  田 仲 常 郎 

   委 員  井 上 秀 作   委 員  本 田 忠 弘 

   委 員  森 本 由 美   委 員  出 口 成 信 

   委 員  松 尾 和 也 

          

４ 欠席委員（０人） 

 

５ 出席説明員 

   環 境 局 長  柴 田 泰 平   総務政策部長  中 島   尚 

   グリーン成長推進部長  園   順 一   再生可能エネルギー導入推進課長    柿 木 康 志 

   循環社会推進部長  楢木野   裕   工場施設整備担当部長  正 木 良 明 

   施 設 課 長  堤   雄 治            外 関係職員 

 

６ 事務局職員 

   委員会担当係長  梅 﨑 千 里   議 事 係 長  福 留 圭 一 
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７ 付議事件及び会議結果 

番号 付   議   事   件 会 議 結 果 

１ 審査日程について 

６日は議案の審査、７日は議案の

採決及び所管事務の調査を行う

ことを決定した。 

２ 
議案第54号 令和５年度北九州市一般会計補

正予算（第６号）のうち所管分 
議案の審査を行った。 

 

８ 会議の経過 

（パソコン及びタブレットを委員会室に持ち込む際の使用基準等について確認した。） 

○委員長（冨士川厚子君）開会します。 

 本委員会に付託された議案は、お手元配付の一覧表のとおり１件であります。 

 審査日程については、本日は議案の審査を行い、明日は議案の採決及び所管事務の調査

を行います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり。） 

 御異議なしと認め、そのように決定しました。 

 ただいまから議案の審査を行います。 

 議案第54号のうち所管分を議題とします。 

 当局の説明は、できるだけ要点を簡潔、明瞭にお願いします。なお、議案の説明は着席

のまま受けます。 

 それでは、説明を求めます。総務政策部長。 

○総務政策部長 本日の委員会で御審議をお願いします議案は、一般会計補正予算のうち

所管分の１件でございます。 

 議案第54号、令和５年度北九州市一般会計補正予算のうち、環境局所管分について御説

明いたします。 

 今回の補正予算は、資料に掲げます２件につきまして、令和６年度に経費を繰り越すも

のでございます。 

 １つ目の脱炭素社会の実現に向けた再エネ100％北九州モデル推進事業につきましては、

脱炭素社会の実現に向けた再エネ100％北九州モデル推進補助金の支払いにおいて、関係者

との調整等に日時を要したため、令和６年度に３億2,857万円の繰越しをお願いするもので

ございます。 

 ２つ目の日明積出基地ストックヤード改修事業につきましては、日明積出基地ストック

ヤード外壁等改修事業について、関係者との調整等に日時を要したため、令和６年度に

8,400万円の繰越しをお願いするものでございます。 
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 以上をもちまして環境局所管分の議案についての説明を終わらせていただきます。よろ

しく御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（冨士川厚子君）これより質疑に入ります。なお、当局の答弁の際は、補職名を

はっきりと述べ、指名を受けた後、簡潔、明確に答弁願います。 

 質疑はありませんか。出口委員。 

○委員（出口成信君）もうちょっと詳しく教えてもらえませんか。 

○委員長（冨士川厚子君）再生可能エネルギー導入推進課長。 

○再生可能エネルギー導入推進課長  脱炭素社会の実現に向けた再エネ100％北九州モデ

ル推進事業について御説明いたします。 

 この事業については、この取組の中で令和４年に北九州市は環境省から脱炭素先行地域

に選定されております。その中で、第三者所有方式による公共施設への太陽光発電設備の

設置、それから、省エネ型空調設備の設置を進めているところです。令和５年度予算につ

きましては、予算成立後、太陽光発電設備のＰＰＡ事業などの契約を進めておりましたが、

秋頃になって事業者から、熊本の半導体工場の建設や大阪万博等の工事の影響で、電源ケ

ーブルの納入見通しがもう全然立たないという話がありました。そのため、年度内完了が

できないということ、また、それから新規の契約ができないという旨の説明がありました。

そのために令和５年度に工事が完了できなかったこと、それから、追加の契約もできなか

ったこと、そういった理由から、環境省から交付されました３億2,857万円の繰越しをお願

いしたいというものです。今後も施設所管課と協議をしながら積極的に取り組んでいきた

いと思っております。以上です。 

○委員長（冨士川厚子君）施設課長。 

○施設課長 日明積出基地ストックヤード改修事業について御説明いたします。 

 日明積出基地は昭和56年３月に運用を開始いたしまして、現在、42年が経過しておりま

す。屋根、外壁の劣化が激しいため、これらを改修する工事でございます。設計工事は建

築都市局へ依頼をしております。繰越しの理由なんですが、当初の予定としては令和５年

度に工事の実施設計委託を行い、同じく令和５年度に工事の起工契約を行い、工事の完成

は令和６年度を予定しておりましたが、まず、実施設計委託で入札不調がありました。そ

の結果、令和５年度内の工事の起工契約ができなかったため、令和５年度に予定しており

ました工事の前払い金8,400万円を令和６年度に繰り越すものでございます。以上でござい

ます。 

○委員長（冨士川厚子君）出口委員。 

○委員（出口成信君）入札不調というのは。 

○委員長（冨士川厚子君）施設課長。 

○施設課長 入札不調は、実施設計委託を数社指名いたしまして入札を行うんですが、い
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ずれの業者も落札しなかったということでございます。以上でございます。 

○委員長（冨士川厚子君）ほかにございませんか。 

 ほかになければ、以上で議案の審査を終わります。 

 明日も10時に開会します。 

 本日は以上で閉会します。 

 

 環境水道委員会 委 員 長  冨士川 厚 子  ㊞ 


